共同募金配分金特別事業助成金交付要綱
（目　的）
第１条　この要綱は、西条市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が指定する西条市社会福祉協議会支部（以下「支部社協」という。）が実施する老人のひろば事業及び児童の健全育成事業（以下「特別事業」という。）に要する経費に対し、助成金を交付する。
（事業内容）

第２条　特別事業を実施する支部社協は、地域の実情に合わせ、概ね次のような事業を実施する。

　（１）　老人のひろば事業
　　　　①　老人の健康・生きがい対策を目的とする備品整備事業

　　　　　ア　スポーツ用具整備
　　　　　イ　健康増進器具整備
　　　　　ウ　世代交流を促進するための備品整備
　　　　　エ　アからウまでに掲げるもののほか、老人のひろば事業として特に必要と認めるもの

　（２）　児童の健全育成事業

　　　　①　児童の健全育成を目的とする備品整備事業

　　　　　ア　子供の遊び場整備

　　　　　イ　スポーツ用具の整備

　　　　　ウ　キャンプ用具の整備

　　　　　エ　アからウまでに掲げるもののほか、児童の健全育成事業として特に必要と認めるもの

２　助成金である共同募金配分金は、「社会福祉を目的とする事業団体」へ配分するものであり、公民館、学校、婦人会等の備品整備にならないようにするものとする。ただし、公民館、学校等を保管場所とすることについては、やむをえない場合は認める。
(助成金の額)
第３条　本会会長が指定した支部に対して、第2条の特別事業実施に要する経費として、70,000円から130,000円の範囲で助成する。

（助成金の交付申請）

第４条　この助成金を受けようとする支部社協の長（以下「支部長」という。）は、共同募金配分金特別事業助成金交付申請書（様式第１号）に本会会長が必要と認める書類を添付して、本会会長に提出しなければならない。
（助成金の交付決定）

第５条　本会会長は、前条による助成金交付申請書を受理したときは、これを審査し、適当と認めたときは、支部長に対し助成金の交付を通知するものとする。

（助成金の請求）

第６条　支部長は、前条による通知を受けたときは、速やかに助成金請求書（様式第２号）を本会会長に提出しなければならない。

（助成金の交付）

第７条　本会会長は、前条による助成金請求書を受理したときは、助成金を交付するものとする。

（実績報告）

第８条　支部長は、事業完了後速やかに事業実績報告書（様式第３号）に本会会長が必要と認める書類を添付して、本会会長に提出しなければならない。
（助成金の確定）
第９条　本会会長は、前条による事業実績報告書を受理したときは、助成金の額を確定し、支部長に対し通知するものとする。

（助成金の返還等）
第10条　本会会長は、支部社協が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、既に交付している助成金の全部又は一部の返還を命ずることができる。

（１）　この要綱に定める条件に違反したとき。

（２）　この要綱により本会会長に提出した書類に偽りの記載があったとき。

（３）　助成金を目的外に使用したとき。

（４）　助成金を各種団体へ助成したとき。

（５）　その他不正行為があったとき。

（その他）

第11条　この要綱に定めるもののほか、助成金の交付に関し必要な事項は、本会会長が別に定める。

　　附　則

　この要綱は、平成19年4月1日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成23年4月1日から施行する。

